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特
集

戦
前
に
は『
自
由
を
我
等
に
』『
制
服
の
処
女
』『
会
議
は
踊
る
』『
望
郷
』
な
ど
、

戦
後
に
な
っ
て『
天
井
棧
敷
の
人
々
』『
第
三
の
男
』『
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
』『
黒
い
オ
ル
フ
ェ
』
な
ど

後
に
、映
画
史
上
不
朽
の
名
作
と
い
わ
れ
る
数
々
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
輸
入
し
、

日
本
人
に
紹
介
し
た
川
喜
多
長
政
、か
し
こ
夫
妻
。

夫
妻
の
存
在
が
あ
れ
ば
こ
そ
日
本
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
と
い
う
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、『
新
し
き
土
』
で
日
本
初
の
国
際
合
作
映
画
を
制
作
し
、

『
羅
生
門
』
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
映
画
祭
出
品
に
協
力
し
、以
後
も『
七
人
の
侍
』『
雨
月
物
語
』
な
ど

数
多
く
の
日
本
映
画
を
海
外
に
紹
介
し
、日
本
映
画
の
普
及
に
努
め
た
立
役
者
で
も
あ
る
。

世
界
の
映
画
人
に
と
っ
て
日
本
映
画
を
知
る
窓
口
で
あ
っ
た
夫
妻
は
、

世
界
中
の
国
際
映
画
祭
に
招
か
れ
、審
査
員
も
数
多
く
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
し
こ
夫
人
の
著
書
に『
映
画
が
世
界
を
結
ぶ
』
が
あ
る
が
、

夫
妻
は
映
画
を
愛
し
、生
涯
映
画
と
と
も
に
生
き
た
国
際
的
映
画
人
で
あ
っ
た
。

企
画
協
力
＆
写
真
提
供
・
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団

企
画
協
力
・
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

参
考
図
書
・﹃
映
画
が
世
界
を
結
ぶ
﹄︵
川
喜
多
か
し
こ
︑
佐
藤
忠
男
共
著
︶

川
喜
多
長
政
＆
か
し
こ

映
画
の
青
春

国
際
的
映
画
人
の
た
た
ず
ま
い
文
＝
佐
藤
忠
男 

Text by Tadao Sato

かわきた ながまさ
明治36年東京に生れる。大正10年中国に渡り北京大学に学
び、その後ドイツに留学。帰国直後の昭和3年、東洋と西洋の
和合を願い「東和商事」を設立し、ヨーロッパ映画を日本に紹
介する仕事を始めた。翌年、同社の社員だった竹内かしこと結
婚、夫婦で力を合わせて『自由を我等に』『巴里祭』『会議は踊
る』『望郷』『民族の祭典』など、数々の映画史上不朽の名作を
輸入・配給した。昭和12年には日本初の国際合作映画となるド
イツとの合作映画『新しき土』を制作。昭和26年、社名を「東和
映画」と変え外国映画の輸入を再開。同年、ヴェネチア映画祭
に黒澤明監督の『羅生門』出品に協力、その後も日本映画の国
際映画祭への出品に尽力し、日本映画を世界に知らしめた。東
和映画時代には『天井棧敷の人々』『第三の男』『禁じられた遊
び』『チャップリンの独裁者』などを輸入した。昭和50年、社名
を東宝東和株式会社と改称。夫人とともに海外の映画祭に出席
し、国際的映画人として知られた。昭和39年藍綬褒章、昭和
48年勲二等瑞宝章、フランスからシュバリエ・ド・ラ・レジオン・
ドヌール勲章、イタリアからコメンダトーレ勲章を受ける。昭和56
年5月24日、78歳で死去。正四位に叙せられた。

かわきた かしこ
明治41年生まれ、横浜に育つ。横浜フェリス女学院研究科卒
業後、東和商事にタイピスト兼社長秘書として入社、同年、同社
の創立一周年記念日に社長の川喜多長政と結婚。昭和7年に
初めて長政の映画買い付けのヨーロッパ旅行に同行して以来毎
年のように夫婦揃ってヨーロッパに出かけ名作の選択に当たっ
た。東和映画では副社長を務めた。昭和35年にフランスから
150本程度の作品を交換しての日仏の古典映画回顧展を行い
たいとの申し入れがあったが、当時の日本のライブラリー機関に
は十数本程度の長編映画しか収められておらず、「フィルム・ラ
イブラリー助成協議会」を組織し、百本余りの作品を集めること
に成功。以後、日本映画の名作の収集・保存を私財を投げ打っ
て始め、日本映画の海外普及に尽力した。それは昭和56年、
長政の死後、故人の遺産もつぎ込み財団川喜多記念映画文化
財団へと発展した。ベルリン、カンヌ、ヴェネチアなど国際映画
祭の審査員を務めること26回、〝マダム・カワキタ〟の名は世界
中の映画人に親しまれている。昭和39年文部省芸術選奨、昭
和49年紫綬褒章、昭和55年勲三等瑞宝章、昭和56年菊池寛
賞、イタリアからカバリエレ勲章、フランスからオフィシエとコマン
ドールの文芸勲章と国家功労賞を受ける。平成5年7月27日
死去。正五位に叙せられた。

カンヌ国際映画祭での川喜多夫妻。
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一
九
五
〇
年
代
の
日
本
映
画
の
時
代

世
界
の
注
目
を
集
め
た

川
喜
多
長
政
＆
か
し
こ
夫
妻

　
戦
後
、
日
本
が
ま
だ
貧
し
く
、
外
国
旅
行

な
ど
外
貨
持
出
し
の
厳
し
い
制
限
が
あ
っ
た

り
し
て
困
難
だ
っ
た
頃
、
日
本
人
で
こ
ん
な

に
絶
え
ず
飛
行
機
で
世
界
を
飛
び
ま
わ
っ
て

い
る
女
性
は
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
羨
望
の
眼
で
見
ら
れ
て
い
た
の
が
川
喜

多
か
し
こ
夫
人
で
あ
る
。
映
画
の
輸
入
会
社

の
東
和
映
画
の
副
社
長
だ
っ
た
か
ら
、
当
然

そ
の
仕
事
の
た
め
も
あ
っ
た
が
、
世
界
各
地

で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
際

映
画
祭
か
ら
賞
の
審
査
員
を
頼
ま
れ
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
で
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　
一
九
五
一
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画

祭
で
黒
澤
明
の『
羅
生
門
』が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で

国
際
的
に
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

日
本
映
画
が
と
つ
ぜ
ん
世
界
で
も
て
は
や
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
〇
年
代
は
日
本

映
画
の
時
代
と
な
っ
た
が
、
す
る
と
ど
こ
の

映
画
祭
も
日
本
人
を
審
査
員
に
加
え
た
く
な

る
。
す
る
と
戦
前
か
ら
日
本
の
映
画
業
者
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
作
品
選
択
の
眼
の
高

さ
を
知
ら
れ
て
い
た
川
喜
多
長
政
、
か
し
こ

夫
妻
に
注
目
が
集
る
し
、
長
政
氏
が
商
売
に

専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
当
然

か
し
こ
夫
人
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な

に
し
ろ
夫
人
は
、
英
、
仏
、
独
語
が
出
来
る

う
え
に
、
ふ
く
よ
か
な
、
は
じ
ら
い
が
ち
な

美
人
で
、
外
国
人
が
日
本
女
性
に
対
し
て
持

つ
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
典
型
の
よ
う
な
し

と
や
か
な
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
本
的
と
い

う
と
こ
ろ
を
ご
本
人
自
身
が
よ
く
自
覚
し
て

い
て
、つ
ね
に
紫
色
の
着
物
姿
だ
っ
た
。

　
余
談
だ
が
、
同
じ
映
画
祭
に
私
と
妻
が
ご

一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
夫
人
は

私
の
妻
に「
着
物
を
お
持
ち
な
さ
い
ね
」と

お
っ
し
ゃ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
着
物
を
持
つ

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
帯
ま
で
一
式
、
私

が
ト
ラ
ン
ク
で
持
っ
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
た
い
へ
ん
な
の
だ
が
、
妻
は
も
う

大
喜
び
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
に
、
夫
人

は
長
政
氏
と
と
も
に
よ
く
、
外
国
人
と
の
つ

き
あ
い
か
た
を
教
え
て
下
さ
っ
た
も
の
だ
。

ま
ず
、
ぜ
っ
た
い
に
女
性
に
も
の
を
持
た
せ

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
。近

代
女
性
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

川
喜
多
夫
人

　
私
が
映
画
を
夢
中
に
な
っ
て
見
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
敗
戦
直
後
、
ま
だ
十
代
の
予

科
練
帰
り
の
少
年
だ
っ
た
頃
だ
。
戦
争
に
負

け
た
お
か
げ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
外
国
映
画
を
あ
び
る
よ
う
に
見

て
、
戦
争
中
の
自
分
が
い
か
に
世
界
を
知
る

こ
と
な
く
、
独
善
的
な
軍
国
主
義
を
う
の
み

に
し
て
い
た
か
を
反
省
し
、
映
画
に
志
を
立

て
た
。
当
時
私
を
夢
中
に
し
た
映
画
の
中
で

と
く
に
芸
術
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
っ
た

の
は
、
東
和
商
事
と
い
う
会
社
が
戦
前
に
輸

入
公
開
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
不
足
の
敗
戦
後
に

1935年、パテ・ナタン撮影所で『地の果てを行く』を撮影中のジャン・ギャバン（左）とジュリア
ン・デュヴィヴィエ監督（中）を訪ねた長政氏。ギャバンを発見し、その才能を引き出したのは
デュヴィヴィエ監督で、このコンビは『望郷』で詩情あるギャング映画を打ち出した。

1953年「第一回フランス映画際」で来日した折、ジェラール・フィリップ夫妻を歌舞伎の七代
目尾上梅幸に紹介するかしこ夫人。フィリップは映画祭の期間『蟹工船』『女の園』など十数
本の日本映画を見て、帰国後、夫人とともに「日本映画の啓示」という主題で論文を新聞に発
表し、日本映画が初めてヨーロッパの映画知識人の間に強い興味を引き起こすことになった。
フィリップの主演作に『パルムの僧院』『赤と黒』『モンパルナスの灯』などがある。

1937年、日独合作映画『新しき土』（アーノルド・ファンク、伊丹万作
監督）を携えて渡欧後、アメリカ経由で帰国のためシェルブールから
クイーン・メアリー号に乗船の一行。左から長政氏、主演の原節子、
原節子の義兄にあたる熊谷久虎監督、かしこ夫人。

1956年のヴェネチア映画祭にて三益愛子、ジーナ・ロロブリ
ジーダと。この年ロロブリジーダは『ノートルダムのせむし男』

『空中ぶらんこ』に出演している。

1953年のヴェネチア映画祭で京マチ子をエスコートする長政
氏。51年に『羅生門』がグランプリを受賞したことで、京マチ
子の名声もすでに高まっていた。

1957年のカンヌ映画祭にて川喜多夫妻、ジャン・コクトー、
今井正監督作品でキネマ旬報、ブルーリボン賞、毎日映画
コンクールなど数々の賞に輝いた映画『米』に出演の女優
中村雅子。

1957年、ロンドンで映画『ギデオン』を撮影中のジョン・フォード監督（右）を撮影所に訪ねる。フォード監督の隣は黒澤明監督。

 Mr.& Mrs.KAWAKITA,
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も
盛
ん
に
リ
バ
イ
バ
ル
上
映
し
て
い
た
ト
ー

キ
ー
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
だ
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
映
画
の『
巴
里
祭
』や『
ど
ん
底
』、

オ
ー
ス
ト
リ
ー
映
画
の『
未
完
成
交
響
楽
』

や『
た
そ
が
れ
の
維
納
』。
世
界
は
こ
ん
な

に
も
美
し
く
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
か
と

驚
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
東
和
商
事
の
社
長
が
川
喜
多
長
政
で

あ
り
、
そ
の
東
和
商
事
に
英
文
タ
イ
プ
の
で

き
る
若
い
秘
書
と
し
て
入
社
し
て
社
長
に
見

初
め
ら
れ
て
結
婚
し
た
の
が
川
喜
多
か
し
こ

夫
人
で
あ
る
。
結
婚
し
て
間
も
な
く
、
一
緒

に
ベ
ル
リ
ン
に
映
画
の
買
付
け
に
行
っ
た

が
、
そ
の
と
き
長
政
氏
が
、
結
婚
の
記
念
に

一
本
は
君
の
選
ん
だ
作
品
を
買
お
う
と
言
っ

た
。
そ
こ
で
ま
だ
若
い
か
し
こ
夫
人
が
選
ん

だ
の
が『
制
服
の
処
女
』だ
っ
た
。
こ
れ
は

長
政
氏
が
商
売
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
作
品
だ
が
、
日
本
で
公
開
す
る
と
大

ヒ
ッ
ト
で
名
作
と
評
価
さ
れ
た
。
以
来
、
か

し
こ
夫
人
の
名
声
は
高
く
、
一
時
代
を
築
い

た
東
和
配
給
の
名
作
は
み
ん
な
夫
人
の
選
ん

だ
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
噂
さ
れ
た
。
事
実

そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
点
で
は

長
政
氏
は
あ
え
て
沈
黙
す
る
こ
と
で
夫
人
の

名
声
を
高
め
る
よ
う
心
が
け
た
と
い
う
面
が

あ
る
と
私
は
思
う
。
女
性
の
実
業
家
は
珍

し
か
っ
た
し
、
し
か
も
文
化
的
事
業
で
リ
ー

ダ
ー
的
な
女
性
と
な
る
と
日
本
社
会
の
近
代

化
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
も
あ
り
得
た
か

ら
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
の
松
竹
大
船
映
画

『
半
処
女
』で
は
川
喜
多
夫
妻
を
モ
デ
ル
に

し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
を
佐
分
利
信
と
三
宅

邦
子
が
演
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
三
宅
邦
子

の
外
国
映
画
輸
入
会
社
の
社
長
秘
書
が
、
た

い
へ
ん
聡
明
で
理
知
的
な
、
つ
ま
り
は
近
代

的
な
女
性
の
模
範
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

川
喜
多
夫
人
は
近
代
女
性
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
の
だ
。

　
川
喜
多
夫
妻
は
高
級
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画

の
輸
入
と
配
給
の
仕
事
で
名
声
を
得
た
の
だ

が
、
本
当
の
夢
は
日
本
映
画
の
輸
出
で
、
夫

人
が
東
和
に
入
社
し
て
長
政
氏
か
ら
最
初
に

与
え
ら
れ
た
仕
事
も
溝
口
健
二
監
督
の
新
作

の
輸
出
の
た
め
に
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
英

訳
す
る
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か

し
当
時
は
日
本
映
画
の
輸
出
は
難
し
く
、
そ

れ
な
ら
ば
と
長
政
氏
が
や
っ
た
の
は
、
よ
く

知
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
映
画
の
監
督
を
日
本
に

招
い
て
日
独
合
作
映
画
の『
新
し
き
土
』（
一

九
三
七
）を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
作
品
は
新
人
の
原
節
子
を
一
躍
大

ス
タ
ー
に
し
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
も
の

だ
。日

本
映
画
の
普
及
に

心
血
を
注
い
だ

映
画
文
化
運
動
の
旗
手

　
私
が
、
い
わ
ば
憧
れ
の
川
喜
多
夫
妻
の
知

己
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
映
画

批
評
家
に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
で

あ
る
。
以
来
、ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

お
食
事
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
と
言
う

と
、
ご
夫
妻
は
映
画
業
者
、
私
は
業
者
で
も

批
判
す
べ
き
は
す
る
批
評
家
な
の
に
、
さ
て

は
癒
着
関
係
か
、
と
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

1956年、フランスのサン・モリス撮影所にジャン・ルノワール監
督『恋多き女』を撮影中のイングリッド・バーグマンを訪ねて。
左は娘の川喜多和子さん。

1964年、イタリア映画際
で来日のクラウディア・カ
ルディナーレと一緒に。こ
の来日時にはテレビのス
ター千一夜にも出演してい
る。『刑事』『若者のすべて』

『山猫』『ブーベの恋人』
などでおなじみである。

1957年、ロンドン・フィルムの全スタジオを借り切って、直接関係者以外、ジャーナリストも
カメラマンも一切立入禁止という状況のなか、特別な好意により『ニューヨークの王様』を撮
影中のチャーリー・チャップリンを訪ねた川喜多夫妻。

1956年のヴェネチア映
画祭で、左から三益愛
子、かしこ夫人、牛原虚
彦監督、審査員を務め
るルキノ・ヴィスコンティ
監督、マリア・カラス。

キネマ旬報1位に輝いた1936年公開の
ジャック・フェデー監督作品『ミモザ館』。
この年に東和が公開した作品にはヒッチ
コックの『三十九夜』、J・デュヴィヴィエ
の『白き処女地』『地の果てを行く』など
がある。

1938年、田坂具隆監督『五人の斥候兵』をヴェネ
チア映画祭に出品するため、戦前最後となるヨー
ロッパ旅行に出かけた川喜多夫妻はベルリンオリ
ンピックを描いたレニ・リーフェンシュタール監督の

『民族の祭典』と出合い、ぜひとも日本人に見せ
たいと買い付け、40年に公開した。『民族の祭典』
はヴェネチアでグランプリを、『五人の斥候兵』はイ
タリア民衆文化大臣賞を受賞。

社名を東和映画と改称した1951年、川喜多夫妻の戦後はこの年に始まったといえる。長政氏は
カンヌ国際映画祭に初めて出席し、黒澤明監督『羅生門』がヴェネチア映画祭でグランプリを獲
得した。52年には数々の映画賞に輝いたマルセル・カルネ監督『天井棧敷の人々』（ジャン＝ル
イ・バロー、アルレッティ主演）はじめ世界の映画史に名を刻む10本の作品を公開し、実りの年と
なった。

1952年に公開されたキャロル・リード監督、ジョゼフ・コットン、アリダ・ヴァリ、オーソン・ウェルズ
出演のイギリス映画『第三の男』。アントン・カラスのチター演奏によるテーマ曲は、ラスト・シーン
とともに人々の記憶に残る。脚本を手がけたのはグレアム・グリーン。49年のカンヌ映画祭でグラ
ンプリに輝いた。

1932年に初めて長政氏のヨーロッパ旅行に同行
したかしこ夫人は、ドイツ映画『制服の処女』を見
て夢中になり、長政氏からのプレゼントとして買い
付けてもらう。33年に公開されると客は入らない
だろうとの予想を裏切り、日本で大ヒットとなりこの
年のベストワンにも輝き、かしこ夫人の映画を見る
目の確かさが証明されることになった。原題にある

「メーチェン」というドイツ語は少女とも乙女とも訳
せるが、ずばり「処女」と言い切ったのは当時宣伝
部の嘱託をしていた故筈見恒夫氏のセンス。

1920年代から30年代初め、すなわちサイレントの
末期、世界のマーケットを占めていたのは圧倒的
にドイツ映画だった。1934年公開の『会議は踊る』
はドイツ映画最後の花ともいえる作品。ヒットラー
政権はドイツの芸術の花を枯らしてしまった。

1930年代はフランス映画豊作の年である。東和
は1932年にジュリアン・デュヴィヴィエ監督の『商
船テナシチー』と『にんじん』を公開し、キネマ旬報
の1位と3位に輝いた。ちなみに2位は『会議は踊
る』だった。

1939年公開のJ・デュヴィヴィエ監督、ジャン・ギャ
バン主演の『望郷』。ギャバン演じるペペ・ル・モコ
が客船の甲板の恋仲のギャビーに向かって「ギャ
ビー」と叫ぶが、汽笛にむなしくかき消されてしまう
ラスト・シーンはあまりにも有名。ベストテン第1位。

 Mr.& Mrs.KAWAKITA,
CINEMA 
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じ
め
た
の
も
か
し
こ
夫
人
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
川
喜
多
か
し
こ
さ
ん
か
ら
、
商
売
と

は
違
う
こ
う
い
う
文
化
活
動
や
、
そ
の
た
め

の
拠
点
づ
く
り
の
仕
事
で
よ
く
協
力
を
呼
び

か
け
ら
れ
、
手
伝
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
喜

ん
で
や
っ
た
。
ま
た
彼
女
は
外
国
人
の
日
本

映
画
研
究
者
の
世
話
を
や
く
こ
と
に
熱
心

で
、
そ
の
た
め
に
ご
自
分
の
自
由
に
な
る
試

写
室
を
積
極
的
に
使
わ
せ
た
。
特
に
重
要
な

客
の
と
き
は
招
待
の
席
を
持
っ
た
が
、
そ
ん

な
と
き
私
は
、
外
国
人
の
話
相
手
に
な
れ
る

日
本
映
画
史
の
専
門
家
と
し
て
よ
く
招
待
さ

れ
た
。
そ
う
し
た
商
売
を
離
れ
た
文
化
活
動

の
面
で
私
た
ち
は
信
頼
し
あ
え
る
同
志
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
、
つ
ね
に
紫
色
の
和

服
の
美
し
い
夫
人
か
ら
声
が
か
か
れ
ば
、
な

に
は
さ
て
お
き
私
が
か
け
つ
け
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
。

国
際
人
で
あ
る
こ
と
の

真
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
た

川
喜
多
夫
妻

　
川
喜
多
長
政
氏
は
、
そ
う
し
た
美
し
く
先

端
的
な
文
化
活
動
家
で
あ
る
夫
人
の
経
済
的

な
ス
ポ
ン
サ
ー
と
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て
い

た
傾
向
が
あ
る
が
、
い
ち
ど
外
国
の
映
画
祭

で
二
人
き
り
に
な
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
と

き
し
み
じ
み
と
戦
争
中
の
中
国
で
の
仕
事
の

経
験
を
お
聞
き
し
て
考
え
が
変
っ
た
。

　
川
喜
多
長
政
の
父
親
は
日
本
陸
軍
の
将
校

で
、
清
朝
中
国
の
士
官
学
校
で
教
官
を
し
て

い
た
。
そ
し
て
な
ぜ
か
日
本
の
憲
兵
に
暗
殺

さ
れ
て
い
る
。
中
国
軍
の
強
化
に
熱
心
で
あ

い
が
、そ
う
で
は
な
い
。
じ
つ
は
、ご
夫
妻
、

と
く
に
か
し
こ
夫
人
に
は
、
映
画
業
者
と
い

う
以
外
に
大
き
な
仕
事
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
。

　
一
九
五
〇
年
代
に
日
本
映
画
が
突
如
と
し

て
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、
世
界
の
映
画
研
究
者
や
国
際
映
画

祭
関
係
者
、
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ（
映

画
貯
蔵
所
）な
ど
が
日
本
の
映
画
界
と
連
絡

を
と
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
仲
介
の
出
来
る

人
は
川
喜
多
か
し
こ
夫
人
し
か
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
知
ら
れ
ざ
る
日
本
映
画

の
名
作
を
百
本
も
集
め
て
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン

で
映
画
祭
を
や
り
た
い
、
と
い
う
相
談
が
彼

女
の
と
こ
ろ
に
来
る
。
日
本
に
は
そ
ん
な
作

品
を
集
め
て
い
る
施
設
な
ん
て
な
い
。
そ
こ

で
彼
女
が
や
っ
た
こ
と
が
す
ご
い
。
日
本
映

画
各
社
を
説
得
し
て
倉
庫
の
中
か
ら
旧
い
作

品
を
集
め
、
字
幕
を
つ
け
て
外
国
の
上
映
会

に
ま
わ
す
。
さ
ら
に
せ
っ
か
く
集
め
た
日
本

映
画
の
名
作
を
保
存
し
管
理
す
る
施
設
を
日

本
政
府
に
作
ら
せ
る
文
化
運
動
を
起
す
。
こ

う
し
て
実
現
し
た
の
が
東
京
国
立
近
代
美
術

館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
な
の
で
あ
る
。

　
夫
人
が
単
な
る
映
画
輸
入
業
者
の
枠
を

超
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
文
化
活
動
家
と

し
て
行
な
っ
た
最
大
の
仕
事
は
こ
れ
で
、
他

に
も
、
一
九
七
〇
年
代
に
日
本
の
ア
ー
ト
系

映
画
を
支
え
た
Ａ
Ｔ
Ｇ（
日
本
ア
ー
ト
シ
ア

タ
ー
・
ギ
ル
ド
）と
い
う
会
社
を
作
っ
た
影

の
主
役
は
彼
女
だ
っ
た
し
、
妹
分
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
故
高
野
悦
子
さ
ん
と
組
ん
で
岩

波
ホ
ー
ル
の
良
心
的
な
映
画
上
映
活
動
を
は

1963年に鎌倉の川喜多邸を訪れたアラン・ドロンとかしこ、和子母娘。ジェラール・フィ
リップが50年代のフランスの美の代表者、それも知性の美の象徴だとしたら、アラン・ド
ロンは60年代の野心の美の代表者といえるだろう。かしこ夫人は「小憎らしいほど頭の
切れる男」「悪役をさせたら天下一品」とドロンを評している。

1977年のカンヌ映画祭で山口百恵とかしこ夫人。当時
トップ・アイドルだった山口百恵は女優としても『伊豆の
踊子』『潮騒』『絶唱』『春琴抄』『霧の旗』『古都』な
どに主演している。

1965年のカンヌ映画祭には小林正樹監督『怪談』が
出品され、その中の一編「黒髪」に出演した新珠三千
代もカンヌ入りした。写真左端が長政氏。

1953年に東和は12作品を公開したがルネ・クレマン監督『禁じら
れた遊び』もその一つ。ナルシソ・イエペスのギターで奏でられる
テーマ曲は、ギター演奏家なら一度は爪弾いたはずだ。52年のヴェ
ネチア映画祭でグランプリを受賞し、キネマ旬報ベストワンに輝いた。

レイモン・ラディゲの処女作をク
ロード・オータン＝ララ監督が映
画化した『肉体の悪魔』の公開
も1952年。ツメをかむ青年ク
ロードを演じたジェラール・フィ
リップの人気は世界的なものに
なった。翌53年に「第一回フラ
ンス映画際」で来日し、川喜多
夫妻の生涯の友となった。50年
代のフランスの美の象徴である。
ミシュリーヌ・プレールが共演。

フランソワ・トリュフォーの第一
回監督作で、1959年のカン
ヌ映画祭で監督賞を受賞した

『大人は判ってくれない』の
日本公開は60年。カンヌで
グランプリを受賞した『黒いオ
ルフェ』も同年公開された。

ジェラール・フィリップがファン
ファン・ラ・チューリップを演じた
1953年の公開作『花咲ける騎
士道』で、日本でも人気に火が
つき、役名のファンファンの愛称
で親しまれた。同年来日時にお
けるファンの熱狂ぶりは並大抵
のものではなかった。『夜の騎
士道』で共演したブリジット・バ
ルドーは、その折の印象を「彼
は生きながらにして、すでに伝
説の人だった」と述べている。
59年に死去。

「チャップリンの最大傑作であるだけでなく、映画が全世界に対して、全人類に対
して発言した歴史的な作品」とかしこ夫人が言う『チャップリンの独裁者』が公開
されたのは1960年。

1955年に公開されたアンリ
＝ジョルジュ・クルーゾー監督

『悪魔のような女』。谷崎潤
一郎は公開時に見て、主演
のシモーヌ・シニョレの悪女
ぶりに感心したという。シモー
ヌは私生活ではイヴ・モンタ
ン夫人で、59年にジャック・
クレイトン監督『年上の女』で
カンヌ映画祭で主演女優賞
を獲得。

1954年に東和が公開した全11本中、アンリ＝ジョルジュ・クルーゾー監督『恐怖の報酬』はじ
め9本がフランス映画である。かしこ夫人は主演のイヴ・モンタンの魅力を、ロダンの彫刻のよう
にたくましく、太くて長い首だと言っている。53年のカンヌ映画祭でグランプリと男優賞（シャル
ル・ヴァネル）、ベルリン国際映画祭で金熊賞を受賞。54年、長政氏が日本代表として出席し
たヴェネチア映画祭には黒澤明監督『七人の侍』と溝口健二監督『雨月物語』が出品され2作
同時銀獅子賞受賞の快挙を成し、カンヌでは衣笠貞之助監督『地獄門』がグランプリに輝いた。

 Mr.& Mrs.KAWAKITA,
CINEMA 

AMBASSADOR

シャルル・ボワイエ、ダニエル・ダリュー主演で皇族の情死事件を
扱った『うたかたの恋』が公開されたのは1946年。この年、長政氏
は上海から李香蘭こと山口淑子氏を救い出して帰国した。
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り
す
ぎ
た
ら
し
い
。
日
中
提
携
で
西
洋
に
対

抗
す
る
と
い
う
大
ア
ジ
ア
主
義
者
だ
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
父
の
志
を
継
ぎ
た
い
と
長
政
氏

は
北
京
大
学
に
留
学
し
て
い
る
。
の
ち
に
日

中
戦
争
で
中
国
映
画
の
撮
影
所
が
集
中
し
て

い
る
上
海
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
長
政
氏
に

中
国
映
画
界
の
管
理
を
依
頼
し
た
。
長
政
氏

は
こ
れ
を
引
き
受
け
た
。
す
で
に
日
本
が
植

民
地
化
し
て
い
た
満
州
で
は
満
映
と
い
う
国

策
会
社
が
盛
ん
に
日
本
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
映
画
を
作
っ
て
い
た
。
し
か
し
中
国
通

の
長
政
氏
に
は
上
海
で
そ
ん
な
こ
と
を
し
た

ら
、
参
加
し
た
中
国
映
画
人
が
テ
ロ
で
や
ら

れ
る
と
分
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
抗
日
的
な

テ
ー
マ
以
外
な
ら
何
を
作
っ
て
も
い
い
と
い

う
方
針
を
貫
い
た
。
だ
か
ら
日
本
軍
の
占
領

下
の
上
海
で
作
ら
れ
た
中
国
映
画
は
毒
に
も

薬
に
も
な
ら
な
い
娯
楽
作
品
ば
か
り
と
言
わ

れ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
で
戦
後
、
上
海
の
中

国
映
画
人
は
漢
奸（
中
国
へ
の
裏
切
者
）と

し
て
裁
か
れ
ず
に
す
ん
だ
。
そ
の
こ
と
を
自

分
は
生
涯
の
誇
り
に
し
て
い
る
。
で
も
、
そ

ん
な
こ
と
は
誰
も
賞
め
て
は
く
れ
な
い
こ
と

だ
…
…
と
。

　
私
は
こ
の
打
ち
明
け
話
に
感
動
し
た
。
の

ち
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
僑
の
学
者
か
ら
、
少

年
時
代
に
日
本
占
領
下
の
マ
レ
ー
で
見
て
い

ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
上
海
の
映
画
で『
千
紫

万
紅
』と
い
う
作
品
が
あ
っ
た
と
聞
き
、
北

京
の
国
家
電
影
資
料
館
を
訪
ね
て
こ
の
作

品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
た
し
か
に
そ
れ

は
真
実
か
ら
は
遙
か
に
遠
い
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
調
の
娯
楽
作
品
だ
っ
た
が
、

娯
楽
と
し
て
は
上
出
来
で
、
戦
争
中
で
も
一

刻
、
中
国
人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
た
ち
は

楽
し
い
夢
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
た
に
違
い

な
い
と
納
得
し
た
。

　
敗
戦
後
、
上
海
か
ら
引
き
揚
げ
船
に
乗
っ

た
長
政
氏
が
、
一
緒
に
帰
れ
る
は
ず
だ
っ
た

山
口
淑
子
さ
ん
が
、
中
国
を
裏
切
っ
た
中
国

人
李
香
蘭
と
し
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
知
る
と
、
ひ
と
り
敢
然
と
引
き

揚
げ
船
を
下
り
て
、
彼
女
が
日
本
人
だ
と
証

明
さ
れ
て
釈
放
さ
れ
る
ま
で
上
海
に
残
っ

た
。
な
に
か
も
う
、ほ
ん
と
う
に
男
ら
し
い
。

　
私
は
お
二
人
か
ら
、
国
際
人
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
。
そ
れ
は
決
し
て
華
や
か
に
浮
れ

さ
わ
ぐ
こ
と
で
は
な
い
。
ど
の
国
の
人
た
ち

と
も
偏
見
な
く
誠
実
に
つ
き
あ
い
、
で
き
る

だ
け
親
切
に
気
く
ば
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
。

さとう ただお
映画評論家、教育評論家。1930年新潟市生まれ。新潟
在住のまま「映画評論」の読者投稿欄に映画評の投稿を
続け、56年刊行の初の著書『日本の映画』でキネマ旬報
賞を受賞。その後、上京して「映画評論」「思想の科学」
の編集に携わりながら評論活動を行う。73年からは妻の
久子と共同で個人雑誌「映画史研究」を編集・発行。96
年から2011年まで日本映画学校校長を務め、現在は日
本映画大学学長。96年に紫綬褒章受章をはじめ、勲四
等旭日小綬章、芸術選奨文部大臣賞、韓国王冠文化勲
章、レジオンドヌール勲章シュヴァリエ、芸術文化勲章シュ
ヴァリエなどを受け、第7回川喜多賞を妻久子とともに受
賞。多くの著作があるが、最近の著書には『伝説の名優
たち その演技の力』『教育者・今村昌平』『忠臣蔵―意
地の系譜』『独学でよかった』『喜劇映画論 チャップリン
から北野武まで』『映画で日本を考える』などがある。

1974年、パリでの「現代日本映画シーズン」上映会にて、右より京マチ子、三船敏郎、かしこ夫人、アラ
ン・ドロン、ナタリー・ドロン。

東和創立45周年のお祝いにかけつけたカト
リーヌ・ドヌーヴと川喜多夫妻。東和が公開
したドヌーヴ出演映画には『シェルブールの雨
傘』『ロシュフォールの恋人たち』『昼顔』など

1979年、岩波ホールにて来日中のフランソワ・
トリュフォー監督と、岩波ホール総支配人の
高野悦子氏と。かしこ夫人は高野悦子氏とと
もに、「埋もれた名作を世に出す組織」として
74年にエキプ・ド・シネマを設立した。1980年、カンヌ映画祭での川喜多夫

妻、娘和子氏、映画研究家オーディ・
ボック女史、フランシス・フォード・コッポ
ラ監督。1991年、『暗殺のオペラ』『ラストタンゴ・イン・

パリ』『1900年』『ラストエンペラー』などで知ら
れるベルナルド・ベルトルッチ監督と淀川長治氏
と一緒に。

1980年に映画『影武者』を携えてカンヌ入りした黒澤明監督、主演の仲代達矢と川喜多夫妻。
『影武者』は見事グランプリを獲得した。

1989年、第一回高松宮殿下記念世界文
化賞を受賞した『天井棧敷の人々』『悪
魔が夜来る』『嘆きのテレーズ』のマルセ
ル・カルネ監督と明治記念館にて。

1983年、カンヌ映画祭で『戦場のメリー
クリスマス』の坂本龍一とかしこ夫人。
この年グランプリに輝いたのは今村昌平
監督『楢山節考』だった。

鎌倉市川喜多映画記念館
川喜多長政、かしこ夫妻の旧宅跡に、鎌倉市におけ
る映画文化の発展を期して2010年に開館した。記
念館では映画資料の展示、映画上映をはじめ、映画
人を招いての講演会なども開催されている。川喜多
夫妻の紹介も常設展示されているので、鎌倉散策の
折にはお訪ねすることをおすすめする。今後の企画
展示では＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠な
どが予定されている。記念館を訪れるには、JR鎌倉
駅、江ノ電鎌倉駅から小町通りを八幡宮に向かい徒
歩8分程度ということで、JR横須賀線という手もある
が、小田急江ノ島線で藤沢まで行き、そこから江ノ
電に乗り換えると江ノ電の始発駅から執着駅までを
フルに楽しむことができ、鎌倉の小さな旅の風情を
味わうことができる。

〔住〕鎌倉市雪ノ下2-2-12
〔問〕0467-23-2500
〔開館時間〕9：00～17：00（入館は16：30まで）
〔休館〕毎月曜（祝日の場合は開館、翌平日休館）、
年末年始、展示替期間、特別整理期間など

〔観覧料〕通常展200円、特別展300円
〔映画鑑賞券〕通常上映800円、特別上映は作品毎
にご案内

 Mr.& Mrs.KAWAKITA,
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